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It is well known that tourism becomes one of the big business industries in the 21st 
century. Japan aims to become a leader nation in tourism, declaring “Good to visit 
and good to live in”. 
At the present there are various policies enforced in order to support tourism. 
However, I consider that the delay of maintenance of social infrastructure is a key 
point to prevent from promoting tourism. 
I would like to make suggestion concretely about tourism here in the Sanin district, 
regarding what tourism and social infrastructure in the future should be in Japan. 
 
１． 訪日観光の現状 
 外国人旅行者の受入数で、図－１に示すように韓国３２位・日本は３３位、又 Asia
の国の中では韓国７位・日本８位と共に少なく、5,200千人～5,300千人である。 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
        図－１                     図－２ 
 又、日本人の海外旅行者数と訪日外国人 
旅行者数は図－３の通りで、訪日外国人旅 
行者数は海外旅行者数の１／３と少ない。 
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 又、訪日海外旅行者の内訳は図－４に示す。 
韓国からの旅行者数が 1,460千人と全体の約 
１／３を占める。 
 
 これに対し、日本人海外旅行者のうち韓国 
への旅行者は 2002年 2,300千人で Hawaii、 
中国に続いて３位である。（Hawaii 3,600千 
人、中国 2,900千人） 
 以上から日韓共に観光開発の余地は残され 
ており、今後大いに期待されるところである。 
 2003年１月に小泉内閣総理大臣は施政方針 
演説で 2010年に外国人旅行者数を 10,000千 
人に倍増することを目標にするという方針を 
示した。 
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２． 観光に対する国の諸施策 
 
 訪日促進を中心とする国際観光交流促進  
１） Visit Japan Campaign事業  ２）訪日外国人の受入れ、交流の促進 
３）外国人旅行者の訪日の円滑化  ４）世界の国々との観光交流強化の取組 

 
 観光交流空間の形成に向けた取組 
１） 観光地の魅力の向上   ２）自然環境の保全 
２） 文化遺産の保存と活用  ４）観光資源保護活動等の推進 
５） 文化施設等の整備    ６）Sports施設等の整備 
７） 観光 Recreation施設等の整備 

 
３． 日本の観光の目指すもの 
 これからの観光は総合的な地域づくりに Linkするものでなければならず、観光人口
の増加が人口減を Coverし雇用と所得を増加させ、地域の活性化となることを目指す。 
 当然、地域間競争が激化し質が問われることとなる。 
 旅行費用の低額化と高額化。目的の明確化。 
 嘘や見せ掛けはすぐ見破られ、本物はしっかり評価するようになる。 
 



 海に囲まれた日本列島の観光資源としては 
① 太陽に輝く緑の島、Japan 
② この島に湧き出る神の恵み、温泉 
③ これらに息づく歴史と文化     に集約できる。 

 
 温泉の再認識 
 戦後、温泉は本来の効能を見失い、単なる歓楽地と見なされてきたのは大いに反省す

る必要がある。 
 私達の祖先は、温泉によって健康管理をしてきた歴史をもっている。その体験から各

温泉地には独特の入浴方法が伝えられ、温泉文化をもっていた。 
 今一度、泉質とその効能を見直し、温泉本来の力と活用法を掘り起こす必要がある。 
 
４． 観光 Infra整備 
 いかに観光政策を立案し、施策を充実してもそこに行く Infraが十分でなければ意味
がない。 
 本年「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界文化遺産に登録され、地元では観光産業の活

性化に期待が高まっている。しかし和歌山県内は乗り合いバスなどの交通手段が不便で

ある上に道路整備も遅れており、世界遺産と共生する交通網整備が課題になっている。 
 これらの Infra 整備は少なくとも 10 年 Span で考えねばならず、世界文化遺産登録
を目指す 10年前から Infra整備に取りかからねばならない問題である。 
 ここに限らず道路・駐車場等 Infraが常に遅れている現状を改善する必要がある。 
  
 観光 Infraには次の社会経済的意義がある。 
１） 観光市場の創出と拡大 ２）観光 serviceの価格廉価化・品質の向上 
３）社会の Infra基盤   ４）交流・Communicationの促進 
 
 特に観光 Infraが TouristのMarket  Access を容易にし、観光市場を創出し拡大す
る点は重要である。 
 なお、Infra整備には次の点に配慮する必要がある。 
① 自動車利用の適正化 
 自動車輸送への過度の依存は道路渋滞や排気 gas など自然環境破壊を起こしてい
る。 
② 駐車場の適正配置 
③ 移動 Barrier free化 

 
 又、整備手法に関しても観光客推計に基づく綿密な計画を立案し、一般公募で行う部



分と P.F.I等を利用する部分など資金計画についても詳細に検討する必要がある。 
 
５． 山陰地域の日韓観光交流案 
 当山陰地方は鳥取県・島根県より構成され、古くは縄文期より長い文化の歴史を持っ

ている。 
 当然ながら韓半島との交流も多く、地名・神社にも今なお交流のあとをとどめている。 
 日本が高度成長期、東京・大阪・名古屋等太平洋側が中心となり当地方は過疎地とし

て人口の流失、産業の衰退等日本の中でも遅れをとった。 
 しかしそのおかげで、自然は破壊されることなく緑豊かに保たれた。大山・隠岐国立

公園を中心とした太陽の輝く、緑の島日本の代表的地域と云える。 
 その上に古くから温泉が豊富であり、泉質もよく住む人々は現代に毒されることのな

い人情豊かな人の心を持っている。 
 これからの日本の観光のMeccaとなるべき十分な条件を備えた所である。 
 ここで古代人のように韓国と当地を船で結ぶルートを提案したい。海を眺めながらの

船旅も日韓観光 Accessの一つであり、平和ならでは出来ないことである。 
 【釜山－隠岐－山陰】【釜山－隠岐】距離で 350㎞、高速艇で４時間、ゆっくりとし
た船旅であれば１日と色々な方法が考えられる。 
 
 山陰観光ＭＡＰ 
 


